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年　　次 転　入 転　出 社会増減 年　　次 転　入 転　出 社会増減 年　　次 転　入 転　出 社会増減
出所「愛知県住民異動調査年報』，「あいちの人口』各年次より作成。
（注）・1962（昭和37）年から1965（昭和40）年までは各年次とも1月～12月の移動者数。
　　・　1966（昭和41）年以降の数値は前年の10月から，その次年の9月までの移動者数。
　　・「その他の増減」は社会増減に含まれていない。
表11三好町における最近16年間の転出入先別移動者数
（単位：人，％）
1982年（S57）10月～1998年（H10）9月 1982年（S57)10月～1990年（H.元）9月 1990年（H.元)10月～1998年（H.10）9月
までの16年間の移動者数 までの8年間の移動者数 までの8年間の移動者数
総　　　　　　数
県　　　　　　内
県　　　　　　　外
北　　海　　道
東　北　地　方
関　東　地　方
北陸・東山地方
東　海　地　方
岐阜　県
静　岡　県
三　重　県
近　畿　地　方
中　国　地　方
四　国　地　方
九　州　地　方
国　　　　　外
不　　　　祥
（出所）『あいちの人口1（年報）各年次より作成
に定着したものの殆どは県内転入者が多かった。このことは，転入超過総数1，532人のう
ち，県内転入超過数が1,509人，割合にして98.5％を占めていることからも明らかである。
以上述べた先の8年間の転出入状況にくらべて，それに続く1990年10月から1998年9月
までの8年間の転出入状況についていうと，その8年間の転入者は24,175人，転出者14,840
人で，先の8年間の転出入にくらべて三好町への社会移動が著しく活発になったこと，さ
らには転入超過数が9,335人と大幅に伸びて三好町の人口増加に再び拍車がかかってきたこ
とである。この期間は三好町では三好ケ丘ニュータウンへの入居がはじまり出した時期で
ある。なお，人口移動が活発になったことは県内転出入だけにとどまらず，全国に広範に
及んでいるが転入超過数の96.3％と大部分のものは県内転入者である。これは三好ケ丘
ニュータウンの入居者の多くが三好町に比較的近い県内から移ってきた人びとであったこ
とを示している。また，この時期には海外からの労働力移動も盛んになってきている。先
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の前半の8年間に海外から転入してきたものが205人，国外へ転出していったものが152人
にすぎないのに対し，それに続く後半の8年間は，この時期に国外からの転入者1,504人，
転出者1,077人となっていることからも明らかである。
　つぎに，県外移動者の転出入超過数を年齢階層とクロスさせながらみておこう。転出入
超過数は各年齢階層とも転入超過となっている。1981年10月から1998年9月までの17年
間の県外転出入者数を年齢5区分別に整理してみると，0～14歳代では転入者数1,941人，
転出者数1,862人，差引転入超過数79人，15～19歳代では転入者数2,052人，転出者数1,528
人，差引転入超過数524人，20～29歳代では転入者数4,359人，転出者数3,809人，差引転
入超過数550人，30～64歳代では転入者数3,968人，転出者数3,529人，差引超過数439人，
65歳以上では転入者数361人，転出者数281人，差引転入超過数80人といずれの年齢階層
も転入超過となっている。県外転出入者のうち，転入超過の多い人びとの年齢階層は生産
年齢人口の人びとで，全転入超過数の90.5％にも及んでいる。また，年齢階層別にみた転
出入者数を地域別と関連させながらみると，つぎの点が明らかになる。15～19歳代では九
州，東海，中国地方からの転入者で転入超過数が多く，20～29歳代，30～64歳代ではそ
れぞれ関東，東海地方で転出超過数が多くなっている。このことから15～19歳代では就職
のため流入しており，20歳以上のもので転出する多くはUターン，転勤転職の理由で転出
していく状況を確認することができる。三好町は県外移動数の転入超過数が愛知県のなか
ではきわめて多い市町村の一つである。1997年10月から1998年9月までの1年間の三好町
における転入超過数は166人で愛知県内では転入超過数の多い市町村の順位では第8位と
なっている。また，三好町の県内移動者数（県内転出入者数）は1998年では4,066人で前
年（3,511人）を555人上回っている。三好町の県内移動者の転出入超過数をみると，880
人の転入超過となっいる。県内移動者の転入超過数では，三好町は愛知県のなかでもその
数が毎年きわめて多いところである。1998年では，転入超過数のもっとも多い市町村で第
1位となっている。
　以上述べてきたことからも明らかなように，県外転出入に伴う転入超過，さらに県内転
出入の転入超過にもとつく社会増が三好町の人口増加を推し進めてきた最大の要因であっ
たし，この社会増の動向を明らかにすることは三好町の人口構造の特徴を把握するうえに
もきわめて重要なことである10）。また，三好町が社会移動で転出入する人びとを通じて広
く全国的に，また海外に交流の輪を大きくしていく一つの契機になっていることは確かで
ある。
9．おわりに
　1950年，9,372人であった人口は1999年ll月現在，44,768人を擁する都市へと脱皮し大
きく成長した。こうした動きは豊田・刈谷など輸送機器製造業を主軸とする西三河地域に
典型的にみられるものである。1950年代の後半から1970年代にかけての著しい人口増は三
好町が高度経済成長策の波にのって工場誘致を積極的に行った結果であった。また，1990
年代以降の人口増は主として三好ケ丘ニュータウンが建設され，そこへ移り住むようになっ
た人びとによるものである。このニュータウンの実現は，わが国の生産拠点が海外へと移
転する背景のもとで，従来のような製造業だけに頼っていたのでは町のより一層の発展は
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望めないとの認識にたって，住宅団地の誘致に積極的にのり出した結果であると考えられ
る。いずれにしても，三好町の人口構造は愛知県全体と比較しても生産年齢人口の割合が
きわめて高い。また，その結果でもあるが，現在のところ高齢人口比率はきわめて低いこ
とが確認される。
　また，三好町の出生率は年々低下の傾向をたどり少子化の状態になりつつあるが，当地
域において特徴的なことは全国平均の出生率が1970年代なかば以降一貫して低下の傾向を
たどっているのに対し，三好町ではその傾向をとりながら1990年代に入ってから出生率が
やや上昇に転じていることは特記すべきことである。これは当地域の女性の年齢別有配偶
者数ならびにそれに伴う年齢別有配偶出生率の変化の動向が全国平均のそれとかなり異
なっていることによるものである。
　さらに，年齢階層別・地域別にみた県外・県内の転出入者の動向についてみるとつぎの
ことが明らかになる。三好町では県外では岐阜県，三重県，静岡県の東海3県との人口交
流が高く，県内移動者の転入超過数では三好町は愛知県のなかでも毎年きわめて高く，1998
年現在では県内からの転入超過数が第1位となっている。これら県内・県外ともに転入超
過に伴う社会増が三好町の人口増を推し進めてきたもっとも大きな要因であった。人口の
動向からみるかぎり，1960年代のはじめごろから現在に至る40年間は，三好町にとってき
わめて大きな変動期であったといえる。三好町にとっての21世紀は，人口構造の変化から
みるならば，かつて三好町に永く先祖とともに代々日々の生活を過ごしてきた人びとと，
新しく三好町に入ってきた人びとが三好町を共通のふるさととし，交わりを増しより一層
飛躍した三好町をつくりあげていかなければならない時であるといえよう。まさに共生の
時代の到来である。人口構造の推移からみても，この地域はわが国の高度経済成長，それ
に続く経済発展のなかで，いいかえるならば，推進された戦後の経済開発によって，もっ
ともその成果を享受した恵まれた地域の一っであったといえる。その意味で高度経済成長
以降の経済の動きのなかで，過疎化に追いこまれ，ふるさとを荒廃の危機にさらされた東
三河山間部地域ときわめて対照的である。
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